
お
知
ら
せ

黙黙黙
ととと
ううう
ををを
捧捧捧
げげげ
ままま
ししし
ょょょ
ううう

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
、今
年
で
５９
年
め
を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
に

な
ぐ
さ

従
い
、原
爆
死
亡
者
の
霊
を
慰
め
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
る

た
め
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。時
間

は
、８
月
６
日
�
、８
時
１５
分
か
ら

と
８
月
９
日
�
、１１
時
２
分
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
分
間
で
す
。ま
た
、８

月
１５
日
�
は
終
戦
記
念
日
で
す
。

真
の
平
和
と
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者

め
い
ふ
く

の
冥
福
を
祈
り
、正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。皆
さ

ん
も
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
２

全全全
国国国
消消消
費費費
実実実
態態態
調調調
査査査
ににに
ごごご
協協協
力力力
ををを

こ
の
調
査
は
、国
民
の
暮
ら
し

向
き
を
家
計
の
所
得
、消
費
、資
産

の
３
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
９
月
か
ら
１１
月
ま

で
行
わ
れ
ま
す
。調
査
結
果
は
、国

や
地
方
公
共
団
体
の
社
会
・
経
済

施
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。な
お
、調
査
し

た
内
容
は
、統
計
の
作
成
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、７
月
下

旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
総
務
課
へ
内
線
３
５
３
４

平平平
和和和
資資資
料料料
展展展

平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。戦
時
下
の
資
料
と

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

開
催
日
８
月
１２
日
�
〜
１８
日
�（
１２

日
は
１２
時
か
ら
。１４・
１５
日
を
除
く
）

場
所
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル

問
合
せ
政
策
企
画
課
へ
内
線

７
１
３
０

入入入
院院院
時時時
食食食
事事事
療療療
養養養
費費費

標標標
準準準
負負負
担担担
額額額
・・・
一一一
部部部
負負負
担担担
金金金
ををを
減減減
額額額

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
入
院

し
た
場
合
、食
事
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
１
日
当
た
り
７
８
０
円
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
申
請

で
６
５
０
円（
９０
日
を
超
え
る
入

院
は
５
０
０
円
）、世
帯
の
所
得
が

０
円
で
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
３
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減

額
さ
れ
ま
す
。ま
た
、高
齢
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、同
一
医
療
機
関

に
１
か
月
に
支
払
う
入
院
時
一
部

負
担
金
が
２
万
４
千
６
０
０
円
に
、

所
得
が
０
円
の
世
帯
の
方
は
１
万

５
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま

す
。な
お
、す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
も
更
新
が
必
要
で
す
の
で
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
保
険
年
金
課
へ
内
線
１
０

５
１

親親親
子子子
ビビビ
デデデ
オオオ
映映映
写写写
会会会

日
時
・
内
容
▽
８
月
▼
３
日
�
…

イ
ソ
ッ
プ
物
語
▼
４
日
�
…
火
の

鳥
・
愛
の
コ
ス
モ
ゾ
ー
ン
▼
５
日

�
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
▼
６

日
�
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２（
時

間
は
い
ず
れ
も
１９
時
か
ら
）
問

合
せ
サ
ン
パ
ー
ク
奥
富
へ
�
２
９

６
９
‐
３
８
０
９

献献献
血血血
ににに
ごごご
協協協
力力力
ををを

日
時
８
月
１６
日
�
、９
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分（
１２
時
〜
１３
時
を
除
く
）

場
所
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル

内
容
全
血
献
血
、成
分
献
血

※
成
分
献
血
は
８
月
９
日
ま
で
に

申
し
込
み
が
必
要

申
込
み
健
康

推
進
課
へ
�
２
９
５
６
‐
８
０
５
０

工場やガソリンスタンド、タンクローリーなど、一定
量以上の危険物を扱う施設は、危険物を取り扱うため
に危険物取扱者を置く必要があります。そこで、危険物
取扱者免状を取得するための試験と、受験者を対象と
する準備講習会、そして危険物取扱者を対象とする保
安講習を実施します。

危険物取扱者試験

受験料�甲種…５千円�乙種…３千４００円�丙種…２千７００
円 ※願書は消防本部予防課、消防署に用意 申込み
（財）消防試験研究センター埼玉支部（〒３３０‐００６２ さ
いたま市浦和区仲町２‐１３‐８）へ�０４８‐８３２‐０７４７

危険物取扱者試験の準備講習会

受講料�甲種…７千７００円�乙種…６千７００円（防火安全
協会会員は１千円割引。テキスト代は別途） 申込み申
込書（消防本部予防課、消防署に用意）を土・日を除く８
時３０分～１６時３０分に消防本部予防課へ�２９５３‐７１１３

危険物取扱者の保安講習

受講料４千７００円（県収入証紙で用意） 申込み土・日を
除く８時３０分～１６時３０分に消防本部予防課（申込書を用
意）へ�２９５３‐７１１３

受 付 期 間
８月３０日（月）～９月８日（水）
１１月２日（火）～１２日（金）
１月１９日（水）～２６日（水）

会 場
文教大学（越谷市）
東京国際大学（川越市）
大宮ソニックシティ（さいたま市）

種類
全種
全種
乙４・丙

試 験 日
１０月３日（日）
１２月５日（日）
平成１７年２月２０日（日）

受 付 期 間
９月２７日（月）～１０月１９日（火）
９月２１日（火）～１０月１５日（金）
１０月１２日（火）～１１月１１日（木）
１２月１３日（月）～２４日（金）

※そのほかの会場もあり。詳しくは予防課へ

会 場
川越福祉センター
県民活動総合センター
所沢市消防本部
県労働会館

開 催 日
１０月２６・２７日（火・水）
１０月２３・２４日（土・日）
１１月２０・２１日（土・日）
平成１７年１月１５・１６日（土・日）

種類
甲種

乙種
第４類

給油取扱所
受 付 期 間

８月１６・１７日（月・火）
その他の施設

受 付 期 間

９月８日（水）～１０日（金）

※そのほかの会場もあり。詳しくは予防課へ

会 場
川越福祉センター

会 場
さいたま市民会館うらわ
川越福祉センター
市民会館

開 催 日
９月２８日（火）

開 催 日
１０月６日（水）
１０月１９日（火）
１１月１８日（木）

４

■

暮
ら
し
の
情
報（
危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
講
習
／
お
知
ら
せ
）



�
２
９
５
５
‐
３
８
０
４

正正正
ししし
くくく
使使使
っっっ
ててて
楽楽楽
ししし
いいい
花花花
火火火

小
さ
な
花
火
で

も
、使
い
方
を
誤

る
と
や
け
ど
を
し

た
り
、大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
安
全
に

花
火
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

よ
く
読
み
、必
ず
守
る

②
花
火

を
人
や
家
に
向
け
た
り
、燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
や
ら
な

い

③
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ

う
注
意
す
る

④
風
の
強
い
と
き

は
、や
ら
な
い

⑤
大
人
と
一
緒

に
遊
ぶ

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
度
に
火
を
つ
け
な
い

⑦
吹
き

出
し
、打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
物
花

火
は
、途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒

の
中
を
の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し
、

点
火
す
る
と
き
も
筒
先
に
顔
や
手

を
出
さ
な
い

⑧
花
火
を
ほ
ぐ
し

た
り
、ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い

⑨
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す

る

問
合
せ
予
防
課
へ
�
２
９
５

３
‐
７
１
１
３

ご
参
加
を

９９９
月月月
１１１０００
日日日
ははは
下下下
水水水
道道道
ののの
日日日

施施施
設設設
見見見
学学学
会会会

日
時
９
月
８
日
�
、１２
時
１５
分
〜

１６
時
３０
分（
市
役
所
集
合
）
場
所

新
河
岸
川
処
理
セ
ン
タ
ー（
和
光

市
）
定
員
２０
名

申
込
み
下
水

道
業
務
課
へ
内
線
２
７
２
２

応応応
急急急
手手手
当当当
普普普
及及及
員員員
ののの

養養養
成成成
講講講
習習習
会会会

事
業
所
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

で
普
通
救
命
講
習
会
が
で
き
る
よ

う
、応
急
手
当
普
及
員
を
養
成
す

る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
１０
月
９
日
�
〜
１１
日
�
、８

時
３０
分
〜
１７
時（
全
３
回
）
場
所

所
沢
市
消
防
本
部

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
１８
歳
以
上
の
方

定

員
１０
名

費
用
２
千
８
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
）
申
込
み
８
月
４
日
�

か
ら
消
防
署
へ
�
２
９
５
３
‐
６

１
７
７

東東東
京京京
湾湾湾
水水水
族族族
館館館

見見見
学学学
バババ
ススス
ツツツ
アアア
ーーー

日
時
８
月
２２
日
�
、７
時
市
役
所

集
合（
雨
天
決
行
）
場
所
江
戸
東

京
博
物
館
、葛
西
臨
海
水
族
園（
水

上
バ
ス
で
移
動
）
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
方

定
員
４０
名

費

用
６５
歳
以
上
４
千
５
０
０
円
、高

校
生
〜
６４
歳
５
千
５
０
０
円
、中

学
生
３
千
５
０
０
円
、小
学
生
２

千
５
０
０
円
、未
就
学
児
２
千
円

（
保
険
料
、交
通
費
、昼
食
代
な
ど
。

６５
歳
以
上
の
方
は
年
齢
の
証
明
書

が
必
要
）
申
込
み
８
月
５
日
�
、

９
時
か
ら
費
用
を
持
っ
て
�
狭
山

市
施
設
管
理
公
社（
グ
ル
ー
プ
の

場
合
は
代
表
者
に
よ
る
申
し
込
み

も
可
）へ
�
２
９
５
５
‐
４
６
７
１

博
物
館

夏夏夏
休休休
みみみ
鉄鉄鉄
道道道
展展展「「「
出出出
発発発
進進進
行行行
���
」」」

鉄
道
展
に
あ
わ
せ
て
、ふ
だ
ん

は
体
験
で
き
な
い
見
学
会
や
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
武
蔵
丘
車
両
検
修
場
の
見
学
会

日
時
８
月
１７
・
１９
・
２４
・
２６
日（
火
・

木
）、１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
と
１１

時
〜
１２
時（
各
日
２
回
）
場
所
西

武
鉄
道
武
蔵
丘
車
両
検
修
場（
日

高
市
）
対
象
小
学
生
以
上（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）
定
員
各
回

３０
名

申
込
み
８
月
４
日
�
、９

時
か
ら
電
話
で
博
物
館
へ

◆
講
演
会
・
鉄
道
の
話
あ
れ
こ
れ

日
時
８
月
２２
日
�
、１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分

内
容
西
武
鉄
道
社
員

に
よ
る
鉄
道
の
裏
話
や
苦
労
話

定
員
７０
名

申
込
み
８
月
６
日
�
、

９
時
か
ら
電
話
で
博
物
館
へ

公
民
館
・
集
会
所

夏夏夏
休休休
みみみ
平平平
和和和
資資資
料料料
展展展
・・・
親親親
子子子
映映映
画画画
会会会

平
和
資
料
展
／
日
時
８
月
４
日
�

〜
１１
日
�
、９
時
〜
２２
時

内
容
戦

時
下
の
資
料
と
パ
ネ
ル
展
示

親

子
映
画
会
／
日
時
８
月
７
日
�
、１０

ほ

た

時
と
１４
時
か
ら

内
容
火
垂
る
の

墓（
ア
ニ
メ
８８
分
）
問
合
せ
水
富

公
民
館
へ
�
２
９
５
４
‐
４
７
３
０

子子子
育育育
ててて
支支支
援援援
・・・
親親親
子子子
教教教
室室室

日
時
・
内
容
▼
９
月
７
日
…
お
互

い
を
知
る
▼
９
月
２１
日
…
幼
児
期

に
大
切
な
こ
と
▼
１０
月
１２
日
…
お

や
つ
を
見
直
す
▼
１０
月
２６
日
…
子

育
て
Ｑ
＆
Ａ（
い
ず
れ
も
火
曜
日

の
１０
時
〜
１２
時
、全
４
回
）
対
象

市
内
在
住
で
全
回
参
加
で
き
る
２

〜
４
歳
児
の
親
子

定
員
２０
組

申
込
み
８
月
１４
日
�
ま
で
に
電
話

で
富
士
見
集
会
所
へ
�
２
９
５
９

‐
６
２
３
０

消費者ホット情報

家庭でもできる省エネ対策
私たちの暮らしに欠かすことのできない電気など
のエネルギー。その多くは、石油や石炭などの化石燃
料を燃やして得ていますが、同時に地球温暖化の原
因になる二酸化炭素を排出しています。小さな工夫
でも、年間では大きな節約になります。環境保全のた
めにも、日ごろから次の点に注意して家庭での省エ
ネを心がけましょう。
����…冷房は２８℃を目安に設定し、フィルター
をこまめに掃除する ���…長時間見ないときは
コンセントを抜く �	
…ドアの開閉は短く少な
くし、食料品などを入れすぎない ��
…なるべ
く間隔を空けずに入る ��…できるだけまとめ洗
いをする ���…無用なアイドリングはやめ、タ
イヤの空気圧を正常に保つ
相談・問合せ月～金曜日の９時３０分～１５時３０分に

消費生活センターへ�２９５４‐７７９９

広報さやま ２００４．７．２５号

■

暮
ら
し
の
情
報（
消
費
者
ホ
ッ
ト
情
報
／
ご
参
加
を
／
博
物
館
／
公
民
館
・
集
会
所
）

５


